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かず　数　データ

330
足立区は、中川、荒川、隅田川、綾瀬川など四

方を川に囲まれています。川が多い がら当然

橋も多い。そう、この数字は、橋の数。区内
には、蛇橋(花畑八丁目)などの木橋も残って
います。ちなみに橋の数は23 区で 、4 番目。

秋 に 発 信
あ

い ネ

ッ ト
2

1

ニューメデイアでコミュニケーションの輪

「今度の休日にテニスをしたいんだけど、コート 空いている

かしら… 」こんな時、コートの空き状況確認や予約ができる、

ローカルキャプテンを利用した情報サービスが、今秋からスタ

ート。今回、その事業の概要をお知らせします。

区
と
公
社
で
は
、
急
速
に
進
む

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
導
入
。

区
と
区
民
お
よ
び
区
民
相
互
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

区
全
体
の
活
性
化
、さ
ら
に
は
、

近
隣
都
市
の
情
報
発
信
の
核
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

た
と
え
ば

こ
ん
な
情
報
か

得
ら
れ
ま
す

□
区
政
等
の
情
報
(
1
0月
1
日
か

ら
開
始
予
定
)

●
区
の
施
設
紹
介

●
各
種
事
業
や
お
知
ら
せ

●
区
内
の
伝
唇
龕
や
行
事
案
内

●
区
内
の
史
跡
・
観
光
案
内

□
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
予
約
業
務

(秋
稼
動
予
定
)

●
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
抽

選
会
お
よ
び
予
約

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
空
き
状
況

●
文
化
会
館
等
で
行
う
コ
ン
サ
ー

ト
の
座
席
予
約

スポ ーツ 施設 の予 約等 も便利 に

ど
う
す
れ
ば

利
用
で
き
る
の
?

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
東
京
の
地

域
キ
ャ
プ
テ
ン
会
社
で
あ
る
N
T
S

社
と
提
携
、
こ
の
会
社
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
キ
ャ
プ
テ
ン
聊
禾
機

を
電
話
回
線
で
結
び
、
区
内
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
も

の
。
こ
れ
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
次
の
場
所
に

端
末
機
を
般
一
し
ま
す
。

●
夲
庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
等
5
　

施
設
5
台

●
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
各

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
社

1
5施
設
2
1台

●
そ
の
ほ
か
区
民
向
け
に
約
謇

丿

予
定
。
こ
れ
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
に
情
報
交
換
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
提
携
先
の
N
　
T
S

社
の
協
力
に
よ
り
、
区
民

の
み
な
さ
ん
に
キ
ャ
プ
テ
ン
端

末
機
の
無
料
貸
出
し
を
計
画
。

区
政
情
報
の
ほ
か
に
「
区
民
の

広
場

」と
し
て
、
物
品
の
交
換
、

サ
ー
ク
ル
等
の
紹
介
、
フ
リ
ー

伝
言
板
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
設

け
区
民
と
区
民
を
結
ぶ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
(
く

わ
し
い
内
容
は
、7
月
発
行
の

「
あ
だ
ち
広
報
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
)
。

将
来
は
…

今
回
の
試
行
状
況
を
み
て
、
平

成
2
年
度
に
は
、
さ
ら
に
シ
ス
テ

ム
を
拡
大
し
、
区
の
保
茸
鮮
予
約

や
保
健
情
報
、
生
涯
学
習
情
報
を

提
供
す
る
ほ
か
、
区
内
の
企
業
や

地
域
団
体
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

<
企
画
都
広
報
課
>

あいネット21
21 世 紀 へ 向 け て の

「足 立 イ ン フ ォ メ ー
シ ョ ン ーネツト ワ ーク 」
の略。ほ ガに『12Ty ア イ
デ ン ティテ ィ 」「 變に 満
ち たまち づく り 』 の魎
味 があり ます 。

あいネット21 の情報でエンジョイ・ライフ

ローカルキャプテンのイメージ

二ュ ー メ デ ィア …コンピ ュータと通 信網を結んだ、新しい 情報媒 体。

キャプ テンシステムのほ か、パソコ ン ・ワー プロ通

信 、文字多重放 送、都市型CATV 、テレビ 電話など

口 ー カ ル キ ャ プ テ ン … 電話 回線を利用した文字や図 形で情報を伝

えるシ ステム

足 立区議会

議長・副 議 長 決 ま る

議 長
田中章雄

副議長
斉籘 八郎

5 月26日に、足立区議会臨時 会が開かれ、議長に田中
章雄議員( 自由民主党) 、副議長 に斉 藤八郎議員( 公明
党) が選出されました。

春
の
叙
勲
褒
章

1
4名
が
受
章

平
成
元
年
眷
の
叙
勲
者
お
よ

び
褒
章
者
が
発
表
さ
れ
、
区
関

係
で
1
4名
の
方
々
が
晴
れ
て
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
で
は
、
6

月
7
日
に
叙
勲
者
・
褒
章
者
を

招
き
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
へ

の
功
労
に
対
し
感
謝
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。

今
回
、
叙
勲
お
よ
び
褒
章
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

□
叙
勲
者

▽
淵
本
正
勝
(
8
1
歳
)
・
:勲

五
等
双
光
旭
日
章
・
海
上
保
安

功
労

▽
佐
藤
粂
裁

元

鮫
)

・
:勲
五
等
瑞
宝
章
・
調
停
委
員

功
労

▽
鈴
木
金
治
郎
(
8
2歳
)

・
:勲
五
等
瑞
宝
章
・
地
方
自
治

功
労

▽
中
鳥
新
次
郎
(
7
7歳
)

・・・勲
五
等
瑞
宝
章
・
専
門
工
業

振
興
功
労

▽
檜
山
俊
(

郎

(
7
9歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章
・

教
育
功
労

▽
宮
部
キ
ミ
子

(
7
1歳
)
…
勲
六
等
宝
冠
章
・

社
会
福
祉
功
労

石
井
輔
治

(
6
5歳
)
・・・
勲
六
等
瑞
宝
章
・

郵
政
業
務
功
労

▽
飯
島
徳
治

(
7
1歳
)
・
:勲
七
等
青
色
桐
葉

章
・
警
察
功
労

▽
川
島
喜
四

郎
(
7
1
歳
)
…
勲
七
等
青
色
桐

葉
章
・
警
察
功
労

▽
木
村
五

郎
(
7
1
歳
)
・
:勲
七
等
青
色
桐

葉
章
・
警
察
功
労

□
褒
章
者

▽
高
橋
褸
治
(
6
0
歳
)
・
:黄

綬
褒
章
・
業
務
精
励
(
装
身
具

製
造
業
)

マ
大
出
保
子
(
6
3

歳
)
…
藍
綬
褒
章
・
更
生
保
護

功
績

▽
平
塚
榮
(
6
4
歳
)
…

藍
綬
褒
章
・
貿
易
振
興
功
績

▽
廣
川
和
一
(
6
3
歳
)
・
:藍
綬

褒
章
・
自
助
車
運
送
事
業
振
興

功
績

<
総
務
課
総
務
係
>

東京都議会議員選挙

7 月2 日
参議院議員選挙

7 月23 日( 予定)

東
京
都
議
会
議
員
の
任
期
満

了
・
参
議
院
議
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
選
挙
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま

り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
国
や
都
の
政
治
の
あ

り
方
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。

投
票
す
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
が
政
治
に
参
加
す
る
重
要
な

樊

石

す
。

大
切
な
一
票
、
必
ず
投
粟
し

ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
い
ず
れ
も
午
前
7
　

時
～
午
後
6
時

投
票
所
入
場
塵
理
券
の
発
送
　

惠
示
都
!
=

議
員
選
挙
(
6
　

月
2
7日
ご
ろ
)
、参
議
院
議
員

選
挙
(
7

月
1
4日
ご
ろ
)

投
票
で
き
る
方

□
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
　

選
挙
人
名
簿

足
立
区
の
選

挙
人
名
薄
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

住
所
要
件

平
成
元
年
3
月

2
2日
ま
で
に
転
入
届
を
す

ま
せ
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
大

年
齢
要
件

昭
和
4
4年
7
月

3
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

□
参
議
院
議
員
選
挙
(
投
票

日
が
7
月
2
3日
の
鳩
合
)

選
挙
人
名
簿

足
立
区
の
選

挙
人
名
薄
に
登
録
さ
れ
て

い
る
大
。
な
お
、
平
成
元

年
4
月
5
日
以
後
転
入
さ

れ
た
方
は
、
名
薄
登
録
地

で
あ
る
前
住
所
地
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い

住
所
要
件

平
成
元
年
4
月

4
日
ま
で
に
転
入
届
を
す

ま
せ
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
大

年
齢
要
件

昭
和
4
4年
7

月

2
4日
以
前
に
生
ま
れ
た
大

<
選
挙
管
理
委
員
会
>

区
役
所
(
千
住
庁
舎
)
閉
庁
時
に

地
下
駐
車
場
を
開
放
し
て
い
ま
す

利
用
日
時

毎
月
第
2
・
4
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
午

前
9
時
～
午
後
1
0時
(
そ
の

ほ
か
の
土
曜
日
は
午
後
1
時

～
1
0時
)

収
容
台
数
3
8

台
(
大
型
車
を

除
く
)

料
金
1

回
2
時
間
椢
円
(
3
0
　

分
増
す
ご
と
に
川
円
追
加
)

問
合
せ
先

紡
ま
ち
づ
く
り
公

社

8
7
0
3
6
1
1

区
役
所
は
、毎
月

第
2
・
第
4
土
曜
日
が

休
み
で
す

6 月は
10日と24日
ただし、文化スポーツ施
設等は、開いています
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ご
協
力
を

第39

回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

屁

会
を
明
る
く
す
る
運
助
'

は
、
す
べ
て
の
国
艮
が
、
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
鳩
で
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
助

で
す
。

X
点
目
裸

地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年

の
非
行
防
止
と
更
生
の
擾
助

最
近
の
国
内
犯
罪
、
特
に
少

年
非
行
の
現
況
を
み
る
と
、
そ

の
発
生
件
数
は
高
く
、
内
容
的

に
も
凶
悪
化
、
低
年
齢
化
、
一

般
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
。

青
少
年
目
身
の
道
徳
心
や
規
範

意
識
を
央
う
と
と
も
に
、
犯
罪

を
誘
発
し
な
い
社
会
づ
く
り

と
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更

生
の
た
め
、
学
校
、
覃
呵

地

域
が
一
体
と
な
っ
た
広
い
地
域

活
助
を
頤
開
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
非
行
防
止
を
目
的
に
7

月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
関

係
機
関
、
団
体
。
地
域
住
民
が

連
携
し
た
全
国
的
な
運
助
が
展

開

さ
れ
ま
す
。

活
動
内
容

7
月
1
日
(
更
生
保
護
の
日
)

に
北
千
佳
、
綾
瀬
、
西
新
井
、

竹
ノ
塚
の
各
駅
頭
で
午
前
8
時

3
0分
か
ら
一
斉
広
報
活
動
と
し

て
。
啓
発
用
テ
ィ
ツ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
配
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
区
で
も
、
こ
の
強
岡
月

間
に
合
わ
せ
、
座
談
会
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

昏
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

主
催
団
体

足
立
区
保
護
司

会
・
足
立
区
保
護
覿
癖
協

会
・
足
立
区
社
会
棡
祉
協
議

会
・
足
立
区
更
生
保
護
婦
人

会
問
合
せ
先

本
庁
含
・
民
生
係

四
唹
1
1
1
1

㈹

事
業
所
名
簿
整
理

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

に
ご
協
力

く
だ
さ
い

7
月
1
日
硯
在
で
「
事
業
所

名
簿
皿
備
・
サ
ー
ビ
ス
業
基
本

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に
、
事
業
所
の

新

設
・
変
更
・
廃
葉
の
実
9
を
把

握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
耻
年
7
月
2
日

以
後
に
新
設
さ
れ
た
す
ぺ
て
の

辜
秦
所
と
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス

巣
事
業
所
に
は
、
睛
査
察
が
配

布
さ
れ
ま
す
。

調
査
艮
が

。7
月
上
旬
か
ら
7

月
中
句
に
か
け
て
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
含

。

統
計
保

官
漣
5
0
3
3

保
健

・

衛

生

お酒の問題で

悩んでいる方へ

酒害相談

保
儼
所
で
は
、
お
酒
を
や
め

た
い
が
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い

る
人
や
家
族
の
方
を
対
象
に
、W

鬥
医

、
保
健
曄
に
よ
る
酒
客

相
鮫
を
毎
週
1

回
行
っ
て
い
ま

す
。一

人
で
悩
ま
ず
同
じ
悩
み
を

持
つ
仲
間
と

】緒
に
相
談
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
▽
千
住
保
健
所
　

・
:
第
1
・
第
3
木
曜
日
、午
　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　

▽
足
立
保
健
所
第
2
・
訛
　

4
木
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
　
～

3
時
3
0
分

問
合
せ
先

千
住
保
健
所
(
四

讎
4
2
7
7
)

、足
立
保
健
所

(
X
4
1
5

ふ

ミ
ル
ク
を
さ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は
、
妊
産
婦
お
よ
び
低

体
重
の
乳
児
に
対
し
て

、
母
子

栄
養
食
品
を
支
給
し
て
い
ま

す

。

対
象
・

生
活
保
護
世
帯
、
住
民

祝
非
課
祝
世
帯
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
属

す
る
妊
婦
・
産
婦
・
低
体
重

の
乳
児

支
給
期
間

妊
婦
は
妊
振
5
ヵ

月
目
か
ら
6
ヵ
月
間

、
載
婦

は
出
産
月
の
翌
月
か
ら
3
ヵ

月
間
。
乳
児
は
左
の
体
一

表

以
下
で
生
後
4
ヵ
月
目
か
ら

9
ヵ
月
間

姦

品
目

牛
乳
a
T

日
1
　

本
ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
千
㌘
を

1
ヵ
月
1
缶

峯
た
だ
し

、
申
請
日
の
翌
月
か

ら
支
給
と
な
り
ま
す

。

申
請
に
必
要
な
も
の

所
得
証

明
一

類
(
保
護
の
し
お
り

、

非
課
税
証
明
書
等
)・
母
子
手

帳
・
印
か
ん

甲
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

保
健
予
防
係

s
(
靫
)
1
1
1
1
㈹

乳児体重表

緑
の
大
敵

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

、6

月
と
8
月
の
2

回
発
生
し

、

樹
木
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
害
虫
で
す
。

越
冬
し
た
サ
ナ
ギ
が
白
い
小

さ
な
娥
に
な
り
産
卵
し
、6
月

中
旬
に
卵
が
か
え
り

、幼
虫
卮

虫
)

↓
サ
ナ
ギ
↓
成
虫
(

蛾
)

↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な
り
、8
月

に
2
回
目
の
被
害
が
で
ま
す
。

6
月
に
完
全
に
退
治
す
れ
ば
8

月
に
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま

せ
ん

。

《
巣
の
見
つ

け
方
》

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
。

莱
心
裏
側
に
群
か
っ
て
巣
を
つ

く
り
ま
す

。
初
め
は

、
葉
の
表

皮
だ
け
を
残
し
て
食
べ
る
の

で

、
葉
か
透
け
て
兄
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

巣
の
う
ち
に
駆
除
す
る
の
か

最
も
効
果
か
あ
り
ま
す
。
好
ん

で
産
卵
す
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
『
桜
、

柿

、
柳
な
ど
は
特
に
注
意
し
て

覩
察
し
て
く
だ
さ
い
。

《
巣
を
取
り

除
く
に
は
》

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に

そ
の
枝
葉
を
切
り

、
踏
み
っ
ぷ

す
か

、娩
き
殺
し
て
く
だ
さ
い
。2
-
3

日
も
放
置
す
る
と

、
幼

虫
が
飮
っ
て
し
ま
い
ま
す

。
見

つ
け
次
第
処
理
し
て

く
だ
さ

い
。ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、

一
斉
に
苑
生
す
る
た
め
、
曜
除

も
一
斉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

。
各
裏
庭
の
榊
木
{
庭
木
}

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に

。
高

さ
が
5
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る

樹
木

、
所
有
者
が
不
明
な
ど
曜

除
か
困
騅
な
場
合
に
は
、
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
学

校
。
公
園
、
街
路
は
、
管
理
者

か
麗
除
し
ま
す

。

な
お
、
地
域
で
曜
除
す
る
方

の
た
め
に

。
各
区
民
事
務
所
に

薬
剤
と
動
力
噴
霧
機
を
配
備
し

て
い
ま
す

。

問
合
せ
先
*
庁
曾
・
防
疫
指
　

導
係

四
8
8
2
1
1
1
1
㈹

愛犬は
家族の一員です
動物無料健康相談と
犬の登録および予防注射

日
時
・
会
場

下
表
の
と
お
り

相
談
内
容

勳
初
の
飼
い
方
、

健
康
相
談
(
担
当

足
立
区

獣
医
師
会
)

費
用

無
科

崇
会
鳩
で
は
、今
年
度
の
登
録

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済

ん
で
い
な
い
犬
の
登
録

。注
肘

も
行

い
ま
す
(
費
用
5

千
3
2

円
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防
疫
指

毒
係

・
l
説
1
1
1
1

㈹

動物健康相談・犬の登録および予防注射日程

みんなの健康
足 立 保 健 所 魯*55- 4151千

佳 保 健 所- 4277
江 北 保 健 相 岐 所

晋 器S- 40041

和 保 健 相 談 所S
詔S- 4171　

央 本 町 保 健 相 談 所H880- 5351

催

し

物

故
郷
の
音
が
聞
こ
え
る

祭
り
ば
や
し
の
集
い

柳
原
箕
輪
囃
子
ほ
か
区
内
各

保
登

髟

出
演
す
る
祭
り
ぱ
や

し
の
集
い
で
す
。

足
立
の
郷
土
芸
能
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時
6

月
2
5日
亘

、
午
後

1
時
開
演

場
所

産
業
振
興
館
(
入
場
無

料
)

問
い
合
せ
先

郷
土
博
物
館

乱
9
3
9
3

講演会

『
暮
ら
し
の
中
の
自
然

―

わ
が
町
東
京
・
野
鳥
の
公
園
奮
闘
記
』

大
都
市
東
京
の
発
展
と
と
も

に
多
く
の
自
然
が
消
え
て
い
き

ま
す
。
人
間
と
自
然
が
い
か
に

付
き
合
い
、
い
か
に
守
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

今
年
品
川
区
大
井
に
オ
ー
プ

ン
す
る
、
野
鳥
の
公
闡
異
硯
に

奮
闘

さ
れ
た
、
芥
川
賞
受
賞
作

家
の
加
藤
幸
子
氏
{
日
本
野
鳥

の
会
理
事
}
を
聊
師
に
迎
え
て

お
話
を
伺
い
ま
す
。

日
時
6
月
2
6
日
(
月
)
、午
後
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

鳩
所

助
労
襌
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)
、
入
鳩
無
料

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
(
学
)

の
方

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、職
業
、電
話
番
气
　

「公
開
聊
座
希
望
」と
明
記

中
込
期
限
6
月
2
0
日
必
一

申
込
・
問
合
せ
先
本
斤
舎
・
　

文
化
振
興
係
(
〒
圀
干
住
I
　

I
4
-
1
8
魯
眤
1
1
1
1
　

㈹
)

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

子
ど
も
会
運
営
の
秘
訣

子
ど
も
白
身
に
よ
る
、
楽
し

い
子
ど
£

邏

営
を
す
る
た
め

に
は
、
大
人
の
ち
ょ

う
と
し
た

ア
ド
バ
イ
ス
が
効
果
的
で
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
秘
訣
を
お
教
え
し
ま
す
。

日
恥
6
月
2
0
日
・
2
7
日
・
7
　

月
4
日
、
午
後
6
時
3
0
分
　
～

9
時
1
5分

塀
所

青
年
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
子
ど
も
会
運
営
1
・

2
・
3

▽
楽
し
い
話
し
合

い
で
ス
ム
ー
ズ
な
運
曹

▽

成
功
間
違
い
な
し
の
プ
ロ
グ

ラ
ム

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た

は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

少
年
育
成
係

魯
眤
1
1
1
1

㈹

編 物
( 手 編)

講習会

日
時
6
月
2
8
日
～
7
月
1
9
日
　

の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
(
計
　

1
0
回
)
、午
後
1
時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
の
方
(

多
少

経
験
の
あ
る
方
)

定
員
3
0
人
(
光
一
順
)

s
用
無
料
(
た
だ
し
、教
材
　

賢
一
郎
実
賢
負
担
2
千
沺
円

極
度
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ
(
健

康
保
険
証
な
ど
の
住
所
を
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
)

申
込
日
畤
6

月
2
1日

、
午
前

9
時
か
ら

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

廠

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾

瀬
駅
西
口
下
車
徒
歩
3

分

s
a
3
5
8
4
)

手芸教室

染 色
( 型染め)

日
時
6

月
2
9日
・
7
月
5
日

(
2
日
制
)
、い
づ
れ
も
午
後

1
時

場
所

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女

性
内
容

染
色
(
型
染
め
)

費
用

材
料
一

回
円
(
6

月
2
5
　

日
ま
で
に
窓
口
支
払
い
)

定
員
3
0

人

申
込
方
法
6

月
插
日
か
ら
直

接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー

壺
跏
2
6
1
7

福

祉

お
と
し
よ
り
の
生
活
を
応
援
し
ま
す

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

区
で
は

、
寝
た
き
り
や
病
弱

な
お
と
し
よ
り
が

、
自
宅
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

整
籥
を
I
め
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
花
畑
四
丁
目

に
『
は
略
心

か

・
入
谷
Ξ
丁
目

に
「
紫
磨

園
」
の
2
ヵ
所
が
既
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
事
峯
内
容
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す

。

問
會
せ
先

▽
は
な
は
た

菌

遭
4
号
線
東
側
担
当

口
8
8
3
　
7
9
4

息

▽
葉
磨
園
(
国

道
4
号
練
西
側
担
当
e

眤

8
4
1
9
)

ま
た
、
「
は
な
は
た
」で
は
。

講
演
会
と
介
護
等
の
相
談
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す

。
介
護

に
つ
い
て
悩
み
を
お
挿
ち
の

方

、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

・

家
族
介
慶
者
敏
室
・
在
宅
ケ

ア
で
刀
問
一

等
に
つ
い
て
『
精

神
ケ
ア
か
ら
』

日
時
6
月
2
0
日
(
火
)
、午
後
　

2
時
～
4
時

定
a
2
0
人

i
相
談
(
来
所
・
一

黯
)

日
時
6

月
1
7日
(
土
)
、
午
後

2
時
～
4
時
(
曾

累
2

・

4
土
曜
旦

申
込
・
場
所
・
問
合
せ
先
高
　

齡
者
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
　

ー
「は
な
は
た
」(
花
畑
?
　

3
9
-
1
0
四
知
7
9
4
旦

福 医療証は

7月1日
切り 替えです

6
5戚
か
ら
6
9癨
ま
で
の
方
が

現
在
お
持
ち
の
・
医
療
証
は
、6

月
3
0日
で
有
効
期
限
が
切
れ

ま
す

。
新
し
い
医
療
証
は
6
月

下
旬
に
興
送
し
ま
す
。

た
だ
し
。
次
の
方
に
は
a
医

麈
証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
老
人
保
健
法
医
療
証
受
給
者

▽
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方

▽
杜
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本

人
)

▽
生
活
保
護

医

療
扶
助
)
受

給
中
の
方

▽
制
限
以
上
の
所
碍
の
あ
る
方

(左
表
参
照
)

豪
そ
の
他
・

老
人
医
療
助
成
制

度
に
つ
い
て

、
ご
不
明
な
点
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
7
含
・
老
人
医

療
係

・
l
眤
1
1
1
1

㈹

高 齢者在宅サービスセン ター事業概 要

: 琵黠琵こ簡弱。胯S召y鴎翦瑟翳S琵しy・

平成元年度 所得制限基準額表福

{ 6 人 以 上 … 1 人 に つ き 洳 万 円 を 徊 算} 昭 恥拓3 年 中 の 所 得

相

談

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や

、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

富
な
ベ
テ
ーフ
ン
保
母
が
育
成
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相

岐
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

実
施
保
育
圃
・
相
破
日

▽
興

野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
-

1
9
1
2
3
t
励
3
2
0

0
T

毎
週
月
・
土
一
日

▽

糴
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
2
9
A
a

朧
3
8
6
0
)

・
・・
毎
週
水
・
竜
曜
日

▽
新

田
保
膏
圃
(
新
田
1
1
-
1
0

酋
Ⅲ
6
4
6
6
T

毎

過
火
・
木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
児
竃
助

成
係

四
眤
1
1
1
1
㈹

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金

出
張
相
談

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

▽
保
険
料
を
た
め
て
し
ま
っ
て

納
め
ら
れ
な
い

▽
艮
い
こ
と
納
め
て
い
な
い
の

で
。
も
う
年
金
は
も
ら
え
な
い

の
で
は
な
い
か

▽
事
情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な

い
の
で
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ

し
いこ

の
よ
う
な
ご
相
談
に
お
答

え
す
る
た
め
、
毎
月
皆
さ
ん
の

ご
近
所
で
年
金
出
張
扣
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
年
金
耳
門
官
に
よ
る
個

別
相
駁
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
月
の
出
張
先
は
次
の
と
お

り
で
す
。

お
気
鰹
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日
時
6
月
1
9
日
・
2
0
日
、
午
　

前
9
時
～
午
後
4
時

場
所

商
洪
区
艮
事
駲
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係

酋
翻
5
1
5
1

あなたの相談室 艷 せ凭 騏 区酬 本庁害(千伎) 1眤 脯 談晝
隹 所 干隹i - 4- 18TEL882- 1111I ㈹

困っ たことや心配なこと があり ましたら 、皿皿にご 利用く ださい( 無料・柤罌鐓 守)募

集

奨
学
生
募
集
中

足
立
区
育
英
資
金

平
成
2
年
4
月
か
ら
高
校
・

大
学
に
進
宇
を
予
定
し
て
い
る

方
、
も
し
く
は
在
学
中
の
方
を

対
象
に
、
次
の
薺
領
で
足
立
区

奨
学
生
(
育
英
資
啻
賈
付
者
)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
賢
格

▽
足
立
区
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
す
る

者
の
子
弟

▽
都
内
ま
た

は
、
通
学
可
能
な
近
県
に
所

在
す
ゑ
実

恚
胃

等
学
校

{
高
等
専
門
学
校
を
含
む
}
　

③
大
学
入
字
に
関
し
文
都
大

臣
が
墹
別
に
指
定
し
た
専
修

学
校
(
高
等
陳
程
)
の
い
ず

れ
か
に
在
学
し
て

い
る
方

(
平
成
2
年
度
入
掌
集
走
者

を
含
む
)

▽
李
粂

成
績
が

良
好
で
心
身
と
も
に
健
全
で

あ
る
こ
と

▽
鰹
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
の
困
難
な
方
　

▽
同
種
の
攣
資

金
を
ほ
か
か

ら
倍
り
受
け
て
い
な
い
こ
と

幕
集
人
員

▽
高
校
生
・・・
7
0人

▽
大
字
生
・・・
1
2人

貸
付
観

▽
修
学
賢
金
(
月

額
T

高
佼
(
国
・
公
立
)
1
　

万
円
・
(
私
立
)
2

万
2

千

円
、
大
学
(
国
・
公
立
)
2
　

万
9
千
円
・
(
私
立
)
3
万
8
　

千
円

▽
入
学
単
備
傘
・・
高

校
5
万
円
、
大
学
1
0万
円

申
込
期
限
6

月
屁
日
必
着

申
込
先

▽
区
立
中
学
校
3
年

生
・
・・
各
中
学
校

▽
そ
の
他

の
方
・・
・
学
穆
!

一
課
振
興
係

貸
付
予
定
者
決
定
9

月
中
旬

貸
付
開
始

平
成
2
年
4
月

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
学
穆
男

二
課
振
興
係

壺
跏
―
―
―

―
㈹募集しています

我が家の
防災対策

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
地
震
の

発
生
に
備
夊

ま
た
は
地
貫
発

牛
袤
の
対
応
な
ど
を
準
備
し
て

い
る
方
か
ら
「
我
が
家
の
防
災

网
策
{
実
践
例
}
」
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・

箭

の
方

応
募
要
領

▽
柳
字
鷸
原
稿
用

紙
4
枚
以
内

▽
別
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
。

竃
括
番
号
を
明
記

応
募
期
限
6
月
3
0
日
必
一

賞
▽
―
席
―
人
▽
冫
席
3
　

人
▽
3
席
5
人
▽
賞
状
　

と
記
念
品
を
贈
旦
后
募
者
　

全
員
に
起
`
蒿
を
贈
旦
)

発
表

▽
一

纃
本
人

に
通
知
　

▽
あ
だ
ち
広
報
8
月
2
5日
号

で
発
表
予
定

※
な
お
。
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん

尿

権
は
区
に
I
し
ま

す
)
。

応
募
・
聞
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
災
害
対
策
蹕
(
〒
凶

中
央
本
町
1
1
7
1
1

・
l跏

5
0
1
1
)

その
他の
お知
らせ

特
別
区
民
税
・
都
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

個
人
で
直
接
納
め
る
方
に
、

平
成
元
年
屓
分
の
納
税
通
知
一

を
発
送
し
ま
し
た
。
第
一
期
の

納
期
限
は
6
月
3
0日
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

な
气

口
座
振
曾
を
利
用
し

て
い
る
方
の
納
付
S
は
、
申
し

込
み
の
あ
り
ま
し
た
龠
融
機
関

へ
直
接
送
付
し
ま
す
。

聞
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

無
税
課

四
跏
5
0
8
1

ご
存
知
で
す
か

お
得
な
報
奨
金

6
月
3
0日
ま
で
に
一
度
に
年

税
顋
を
納
め
た
!

尼

は
町
納

報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

金
額
は
全
朋
前
納
用
納
付
S

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
1
4

期
分
の
税
額
の
1
0
%
に
相
当
す

る
額
で
、
2
万
5
千
円
限
度
)
　

納
め
る
除
は
、
必
ず
『
全
期

前
納
用
納
付
S

」
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
(
あ
ら
か
じ
め
報
奨
金

騏
は
差
し
引

い
て
あ
り
ま
す
)
。

納
付
場
所

各
龠
爾
機
関
・
区

民
事
務
所
・
納
税
課
(
中
央

本
町
庁
舎
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

収
納
係
S

跏
5
1
0
9

東和図書館
6 月30 日 から
7 月13 日まで
臨時休館します

東
和
図
書
館
で
は
、
館
内
改

修
工
事
と
草
一

点
検
等
の
特
別

螯
理
を
行
う
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
沢
図
書
館

四
叩
4
6
4
6

郷
土
博
物
館

6
月
2
0日

臨
時
休
館

し
ま
す

郷
土
博
物
館
で
は
、
収
章
皿

等
の
客
虫
・
カ
ピ
な
ど
の
防
除

作
巣
を
行
う
た
め
、
6
月
1
9日

肓
}
の
平

常
休
館
日
の
ほ
か
6

月
2
0
日
(
火
)
を
臨
時
休
館

し
ま
す
。

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

四
回
9
3
9
3

掲
示板

◆
育
児
休
業
奨
励
金
・
　

女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金

育
児
休
業
奨
励
金

一
定
の
要
件
を
み
た
す
育
児

休
業
制
度
を
設
け
て
、
雇
用
す

る
女
子
労
働
者
に
対
し
て
育
児

休
巣
を
与
え
た
事
巣
主
に
支
給

し
ま
す
。

▽
最
初
の
育
児
休
葷
者
が
生
じ

た
!

・
・
=中
小
企
業

川
万

円
(
初
年
次
6
0万
円
・
2
年

次
仙
万

円
)
、
大
企
業
8
0
　

万
円
(
初
年
次
4
5万
円
・
2

年
次
3
5万
円
)

▽
さ
ら
に
3
人
目
以
降
の
育
児

休
槊
者
が
生
じ
た
!
=
(

育

児
休
帛
者
―
人
当
た
り
了
:
　

中
小
企
巣
2
0
万
円
、
大
企

業
1
5
万
円

女
子
再
一

用
促
進
給
付
金

一
定
の
薺
忤
を
み
た
す
女
子

再
雇
用
制
度
を
設
け
て
、
女
子

労
働
者
を
再
雇
用
し
た
事
業
主

に
支
給
し
ま
す
。

▽
受
給
で
き
る
額

苒
雇
用
者

―
人
当
た
り
)
・・
中
小
啻
業

3
0万
円
、
大
企
業
2
0

万
円

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
婦
人

少
年
童

魯
Ⅲ
5
3
7
2

◆
身
体
障
害
者
の
た
め
の
無
料

運
転
教
習

就
職
す
る
た
め
倉
助
車
運
転

免
許
証
を
取
得
し
た
い
身
体
障

害
者
の
方
を
対
象
に
、
無
料
教

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
習
期
間
3

ヵ
月
{
入
所
月

1
・
4
・
7
・
1
0月
}

教
習
料
金

無
料

本
な
お
、
希
望
の
方
に
は
専
用

宿
舎
宥

料
)
も
あ
り
ま
す

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
身
　

体
障
害
者
運
転
醪
刀
開
発
馴
　

練
セ
ン
タ
ー
(
新
座
市
堀
ノ
　

内
2
-
1
-
魯
〇
4
8
　

4
韵
2
7
1
1
)

◆
第
2
1

回

簡
易

保
険

・
郵

便
年

金
資

金
写

真
コ

ン

ク
ー
ル

作
品

募
集

テ
ー

マ

簡
易

保
険

・
郵

便
年

金

賢
金

で

う
く

ら
れ

た
施
設

ま

た
は

簡
易

保
険

・

郵
便
年

啻

加
入

者
福

祉

施
設

作
品

の

大
き

さ

▽
一

般
の
鄒

・『
一
四

レ
切
(

カ
ラ
ー

・
白

黒
)
　

▽
小

・
中

学
生

の
郎
・
:
キ
ャ

ピ
ネ
判
{

カ
ラ

ー
・

白
凧
}

応
募
規
定

▽
未
発
表
に
限
る

▽
作
品
は
単
写
真
(
組
写
X
　

不
可
)

応
募
期
限
7

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

区
内
各
郵

便
局

◆
シ
ン
ポ
『
豊
か
な
川
を
求
め

て
』水

辺
再
生
、飲
み
水
の
安
食
　

川
の
汚
れ
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
　

ポ
ジ
ウ
ム
を
鬨
艦
し
ま
す
。

日
畴
6
月
1
6
日
(
金
)
、
午
後
　

1
時
～
5
時

場
所

柬
亰
弁
糢
土
会
(
千
代

田
区
一

ヶ
関
1
1
1
1
4

、

丸
の
内
線
一

が
関
駅
下
!

問
合
せ
先

柬
享
弁
糢
士
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

小
山

琵
2
2
0
7

◆
「
ま
ち
づ
く
り
住
宅
デ
ー
」

開
催

日
時
6
月
2
5
日
(
旦
、午
前
　

1
0
時
～
弟
蠱
3
時

場
所

区
内
5
0会
鳩

内
容

観
子
工
作
教
室
な
ど

問
合
せ
先

東
京
土
建
足
立
支

部

四
廁
5
4
0
1

外国 人の た めの
人 権 相 談
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まちかど通信
このページでは。地域版 として皆さん

の生活に役立つ情報や身近な話題を提供
します。
皆さんの情報をお待ちしています。

電話やハガキでどしどしお寄せください。
連絡先 本庁會・広報課

〒120千住1- 4- 18
882- 1111 ㈹

『ゴミ のない町 に』
と 地域 奉仕第十三中

クリーンアップ
作戦

「
だ
れ
が
落
S
き
し
た
ん
だ
。

落
ち
な
い
よ
I

」
と
タ
ワ
シ
に
洗

剤
を
つ
け
て
公
園
の
壁
を
こ
す
る

生
徙
た
ち
。

5
月
2
9日
、第
十
三
中
学
校
(
神

明
南
一
丁
目
)
の
全
校
生
徒
に
よ

る
地
域
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
十
三
中
は
生
徒
数
9
9
1人
、2
5

ク
ラ
ス
と
区
内
で
も
有
数
の
マ
ン

モ
ス
校
。
学
区
域
も
広
範
囲
な
た

め
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
少
し

で
も
深
め
よ
う
と
5
年
前
か
ら
吮

め
た
も
の

。
生
徒
会
が
主
体
と
な

っ
て
年
2

回
、
学
区
域
内
の
道
路

や
公
園
を
中
心
に
、
ゴ
ミ
拾
い
や

落
一

き
消
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
で
1
0
回
目
の
こ
の
活
動
が

地
域
の
人
に
も
彫
一
を
与
え
て
い

る
せ
い
か
、
集
ま
る
ゴ
ミ
の一

も

年
々
減
っ
て
、
こ
の
白
は
昨
年
の

約
半
分

。
そ
れ
で
も
2
時
間
の
清

掃
で
空
カ
ン
が
2
じ
ト
ラ
ッ
ク
ー

台
分
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
ピ
ン
類
6
0

袋
、
燃
え
る
ゴ
ミ
が
ダ
ン
ボ
ー

ル
1
0箱
も
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
P
T
A

活
助
も
盛

ん
で
こ
の
日
も
父
母
た
ち
が
お
手

伝
い
。
夏
休
み
に
は
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
の
滑
掃
活
助
は
、

地
域
へ
の
さ
わ
や
か
な
お
返
し
と

い
え
そ
う
で
す
。

始めはこのとおり、笑顔を見せての
落書き消し。でも、だんだん真剣な
表情に

汗
を
流
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

現
代
は
ヘ
ル
シ
ー
ブ
ー
ム
。
そ

こ
で
、
ぶ
ら
つ
と
I
人
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
ご
案
内
し
ま

す
。ペ

ア
の
い
な
い
方
に
は
力
べ
打

ち
テ
ニ
ス
が
5
面
(
1
時
間
1
0
0円
、

午
前
9
時
～
日
没
)
。

簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

る
だ
け
で
参
加
で
き
る
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
体
験
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
(
▽
水

曜
日
・・・午
前
9
時
3
0分
、
午
後
6

時
3
0分

▽
日
曜
日
・・・午
前
9
時
3
0

分
、
午
後
1
時
/
2
0
0円
)
。

2
0ポ
イ
ン
ト
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は
、
大
人
で
も
楽

し
め
ま
す
(
無
料
/
受
付
で
ゼ
ッ

ケ
ン
を
お
渡
し
し
ま
す
)
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
ビ
ー

ム
・

ラ
イ
フ
ル
。
仞

筅

の
9
'

の
標

的
を
1
時
間
、
ね
ら
い
撃
ち
(
▽

第
1
日
曜
日
。
毎
週
金
・
土
曜
日

・
:
午
前
9
時
～
午
後
9
時
/
大
人
M

円
。
小
・
中
学
生
迴
円
/
小
学

生
と
夜
間
の
中
学
生
利
用
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
)
。

最
後
の
仕
上
げ
は
サ
ウ
ナ
(
1
8

歳
以
上
の
方
の
み
/
測
円
)
で
サ

ッ
パ
リ
。
あ
な
た
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ほ
か
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

(
こ
ち
ら
は
申
し
込
み
が
必
要
)

も
常
時
開
催
。
問
合
せ
は
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
8
5
9
8
2
1
1
)

へ
。

工
事
情
報

◎
下
水
道

花
畑
四
丁
目
2
3・
3
8付
近
(
～
7

月
)

ホウキ星も見える

79年前 の七曲 島根二丁目

鳥
根
二
丁
目
1
7番
で
、7
9年
前

の
付
近
の
村
の
姿
を
復
元
し
た
大

き
な
絵
が
見
ら
れ
ま
す

。

旧
日
光
街
道
沿
い
に
あ
る
中
橋

電
気
ご
主
人
の
富
岡
福
夫
さ
ん
が

作
っ
た
も
の
。「
今
年
9
3歳
に
な
る

祖
母
の
っ
ね
が
子
供
の
こ
ろ
、
バ

レ
ー
彗
星
を
目
撃
(
1
9
1
1

年
)
。3
年
前
に
、
再
び
、
バ
レ
ー

彗
星
が
大
接
近
し
た
の
を
記
念
し

て
祖
母
の
記
憶
を
た
よ
り
に
村
を

描
い
て
み
た
の
で
す
」

絵
を
東
西
に
横
切
る
遭
は
。昔
、

七
曲
道
と
言
わ
れ
、島
根
村
の
主

要
幹
線
の

】つ
で
し
た
。現
在
の

富
岡
家
の
横
を
通
る
道
で
す
。

「
昔
、
男
の
人
た
ち
が
、
近
所

の
田
植
晧
作
疝
い
、
そ
の
家
J

ん
ざ
ん
御
馳
走
に
な
っ
た
帰
り
、

よ
く
こ
の
道
で
ム
ジ
ナ
(
タ
ヌ

キ
?
)
に
だ
ま
さ
れ
た
ん
で
す
よ
」

と
つ
ね
さ
ん
は
、
昔
の
七
曲
の
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
絵
に

は
、
つ
ね
さ
ん
の
話
を
元
に
、
当

時
の
家
々
や
樹
木
、
人
を
化
す
?

タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
空
に
は
7
9年
前

に
つ
ね
さ
ん
の
見
た
ホ
ウ
キ
星

(
バ
レ
ー
彗
星
)

が
飛
ん
で
い
ま

す
。

復元された絵と富岡福夫さん

災
害
時
に
い
の
ち
の
水

区
内
3
基
目
の
給
水
槽
完
成

諏
訪
木
東
公
園

東
京
都
の
協
力
に
よ
っ
て
、
区

内
で
3
基
目
の
応
急
給
水
槽
が
、

こ
の
ほ
ど
諏
訪
木
東
公
園
(
西
新

井
3
1
2
5
-
1
)

内
に
完
成
し
ま

し
た
。

こ
の
応
急
給
水
槽
は
平
常
時
、

一
般
家
庭
に
給
水
さ
れ
る
水
が
流

れ
て
い
ま
す
が
、
震
度
5
以
上
の

地
震
を
感
知
し
た
時
、
配
水
管
が

自
助
的
に
遮
断
さ
れ
、
た
だ
ち
に

千
5
0
0り
の
貯
水
槽
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
は
災
害
時
、
区
民
1
人
1

日
3
㍑
と
し
て
5
0万
人
分
の
飲

料
水
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

諏
訪
木
東
公
園
の
完
成
に
よ
り

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
北
千

住
公
園
の
給
水
槽
と
合
わ
せ
て
4

千
5
0
0じ
と
な
り
、6
4万
区
民
の
2
.
3

日
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

区
で
は
、3
日
分
の
飲
料
水
確

保
を
め
ざ
し
。
も
う
I
基
の
建
般

を
区
の
東
部
地
域
に
、
計
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地下には、50 万人分の飲料水

工
事
情
報

◎
下
水
道

西

新
井
四
丁
目
付
近
T

万

一
月
)
、
江
北

丁

二
丁
目
付
近

(
～
1
0月
)

◎
道
路

掘
削
道
路
復
旧
(
西
伊
興
四
函

貝
～
8
月
)

◎
公
園

押

部

公

園

整
備
(

鹿

浜

六
丁

目

、

～
2

年
3

月
)

。鹿

浜

咬

阯

公

凰

プ
卩
ル
改
修
(
鹿
浜
三
丁
目
、

阡
陷
β

環 状7 号 線

対戦相手
いませんか

柳原ファミリーチーム

身
体
に
良
い
事
を
し
て
ま
す

か
。
柳
原
小
学
校
の
体
育
館
で
和

気
あ
い
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽

し
ん
で
い
る
チ
ー
ム
を
発
見
。

こ
の
チ
ー
ム
、
そ
の
名
も
柳
原

フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
と
い
い
、
高

校
生
か
ら
4
0代
ま
で
い
っ
し
ょ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

3
年
前
、
柳
原
小
学
校
の
P
T
A

対
抗
戦
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

た
の
が
始
ま
り
。
ス
ポ
ー
ツ
し
た

く
て
も
、
本
格
的
ク
ラ
ブ
に
入
り

づ
ら
い
人
を
対
象
に
チ
ー
ム
を
組

織
し
ま
し
た
。

「
身
体
を
動
か
す
の
は
、
も
と
も

と
好
き
で
し
た
が
、
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
は
女
性
の
や
る
も
の
だ
と
思
つ

て
き
ま
し
た
。」と
代
表
の
石
原
さ

ん
。こ

の
チ
ー
ム
使
用
ネ
ッ
ト
、
高

さ
は
碑

戸

。

「
こ
の
高
さ
は
、
危
険
が
少
な
く

女
性
や
へ
た
な
男
性
で
も
充
分
楽

し
め
る
よ
う
に
、
検
討
し
決
め
た

も
の
で
す
。」
と
中
林
さ
ん
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
1
8人

。
う
ち

女
性
は
5
人
。
親
子
、
夫
婦
で
参

加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
さ

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

今
の
悩
み
は
、
対
戦
相
手
。
2
3
0

コ

い
で
試
合
し
て
く
れ
る
チ
ー
ム

ど
こ
か
に
い
ま
せ
ん
か
。

草
野
球
な
ら
ぬ
草
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
目
指
す
、
柳
原
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
。
フ
ァ
イ
ト
。

楽しくバレーボールをしたい

テーマは風

東綾瀬公園に
変わり種トイレ

都
立
武
道
館
の
建
設
が
進
む
東

練
瀬
公
園
。
こ
の
公
園
の
一
番
綾

瀬
駅
に
近
い
通
称

〝鳩
公
園
〟
に

ち
ょ
っ
と
変
っ
た
ト
イ
レ
が
で
き

ま
す
。

こ
の
ト
イ
レ
、
武
道
館
設
計
テ

ー
マ
の
一
つ
〝風〟
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
屋
根
に
5

つ
の
風
見
を
つ
け
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
す
る
一
方
、
風
を
利
用
し

自
然
換
気
の
効
果
を
高
め
る
よ
う

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
綾
瀬
公
園
は
、
武
道
館
建
設

と
と
も
に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
武

道
館
と

】
体
化
す
る
よ
う
変
え
つ

っ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ト
イ
レ
も
そ

の
一
環
で
す
。

完
成
は
平
成
2
年
1

月
の
予

定
。

東綾瀬公園のトイレ( 完成予想図)

工
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◎
道
路

路
面
側
溝
改
良
(
綾
瀬
四
丁
目
、

～
7

月
)
、
歩
道
舗
装
(
綾
瀬
四
丁

目
、
～
7
月
)
、
仮
称
・
内
戸
越
握

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
遠
路
設
置
(
東
綾

瀬
苧

目
～
東
和
一
〒
目
、
～
2

溽
J
I

▲
日
光
街
道
▼

お巡りさんの

かわら版
西
新
井
警
察
署
梅
田
七
丁
目
派

出
所
で
は
、
お
巡
り
さ
ん
自
ら
の

執
筆
で
派
出
所
だ
よ
り
「
う
め
だ
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
1
0月

か
ら
月
―
回
発
行
を
め
ど
に
、
派

出
所
の
4
つ
の
係
の
お
巡
り
さ
ん

が
係
交
代
で
担
当
す
る
I

ペ
ー
ジ

の
地
域
防
犯
新
聞
で
す
。

「
派
出
所
だ
よ
り
を
出
そ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
般

新
閊
に
載
ら
な
い
身
近
な
事
件
を

も
っ
と
知
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
足
立
区

近
辺
で
お
こ
る
誘
拐
未
遂
事
件
な

ど
は
、
お
か
あ
さ
ん
方
の
関
心
は

高
い
で
す
か
ら
ね
。
」と
編
集
代
表

の
安
部
善
一
郎
巡
査
部
長
。

管
轄
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

郵
便
局
や
町
会
防
犯
連
絡
所
な
ど

に
6
0
0部
ほ
ど
配
布
。
よ
り
身
近
な

新
聞
に
す
る
た
め
に
、
防
犯
や
啓

発
記
事
だ
け
で
な
く
、
町
会
長
、

学
校
の
先
生
な
ど
の
地
元
の
声
や

落
と
し
物
を
届
け
て
く
れ
た
子
供

た
ち
の
名
前
を
載
せ
て
い
ま
す
。

興味をもたれる記事を見つけるのが
大変だそうです

元
気
一
杯
!

一
輪
車
の

練
習
会

西
新
井
小
学
校
で
は
、
毎
週
月

曜
日
午
後
7
時
か
ら
8
時
4
5分
ま

で
、
体
育
館
で

】輪
車
練
習
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
ク
ラ
ダ

が
開
い
て
い
る
も
の
で
、
指
導
一

は
区
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
若
江

正
徳
さ
ん
と
斉
藤
彰
久
さ
ん
。「
現

在
6
0人
以
上
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
て
、
こ
の
地
域
は
特
に
盛
ん
で

す
。
区
内
の
一
輪
車
熱
は
高
ま
る

ば
か
り
で
、
あ
ち
こ
ち
で
指
導
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
兄
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
指
毒

者
が
育
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。」
と
若
江
さ
ん
。

練
習
は
技
術
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

子
供
た
ち
が
危
げ
な
く
走
り
回

り
、
体
育
館
に
元
気
な
声
が
一

き

渡
り
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
「
一
輪
車
は
奥
が

深
い
も
の
。
ま
ず
は
ヶ
ガ
を
し
な

い
よ
う
に
基
本
を
し
っ
か
り
教
え

て
い
ま
す
」
と
指
導
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

練 習会 はい つ も参加 児童 が
い っ ぱい

工
事
情
報

◎
道
路

路
面
側
溝
改
良
(
宮
城
一
丁
目
～

り
月
)
、掘
削
道
路
復
旧
(
西

新
井
栄
町
二
丁
目
齠

呼

月
)

N　240, 000


